
2022 年度 小委員会活動成果報告 
（2023 年 2 月 15 日作成） 

小委員会名 建築アーカイブズ小委員会 主 査 名：戸田 穣 
就任年月：2022 年 4 月 

所属本委員会 
（所属運営委員会） 建築歴史・意匠本委員会 委員長名：山﨑 鯛介 

主 査 名： 
設 置 期 間 2022 年 4 月  ～  2026 年 3 月 

設 置 目 的 
各年度活動計画 
（箇条書き） 

以下の活動をとおして建築に関するアーカイブズについて日本の現状を把握し、建築学

におけるアーカイブズの考え方と意義とを学会内外へ向けて継続的に発信すること。 
1. 建築に関する国内のアーカイブズ機関の活動把握 
2. 建築アーカイブズに関する国内文献等の情報整備 
 
初年度： 
① 建築アーカイブズ機関の実務者を招いた活動勉強会の定期的な開催 
② 国内で刊行された建築アーカイブに関する目録や論文等のリスト化 
③ ①②を継続的に実施するための仕組みづくり 
2〜4 年度： 
① ② 初年度と同様。最後に 4 年間の振返りと、次期テーマや実施方法の再検討 
③ 現状把握と周知活動の持続可能性について、自己評価と次期活動の計画立案 

委員構成 
（委員名（所属）） 

委員公募の有無：有 

主査：戸田穣（昭和女子大学） 
幹事：齋藤歩（京都大学）、藤本貴子（法政大学） 
委員：岩本真明（九州大学）、小粥祐子（東京都公文書館）、笠原一人（京都工芸繊維大学）、

勝原基貴（金沢工業大学）、加藤雅久（居住技術研究所）、佐藤美弥（名古屋市立大

学）、髙木愛子（谷口吉郎・谷口吉生記念金沢建築館）、三宅拓也（京都工芸繊維大

学）、本橋仁（Canadian Center for Architecture）、安田徹也（竹中大工道具館）、山﨑

鯛介（東京工業大学） 
設置 WG 

（WG 名：目的） 
 

2022 年度予算  180,000 円 ホームページ公開の有無：無 

委員会 HP アドレス： 

 
項  目 自己評価 

委員会開催数 1 回（年度内計画を含む） 
刊行物 

（シンポジウム資料等は除く）  

講習会  

催し物 
（シンポジウム・セミナー等）   

大会研究集会  
対外的意見表明・パブリ

ックコメント等  

目標の達成度 
（当初の活動計画と得

られた成果との関係） 

１．活動勉強会については 3 月 2 日に今年度の第 1 回を実施（予定）。話題提供は今年度
公募で新委員に就任された小粥氏。東京都公文書館におけるアーキビストとしての活
動から、建築資料の位置付けについて話題提供を行う。年 2 回の予定であったが、１
回にとどまった。 

２．建築アーカイブに関する目録、論文リスト改訂について、年度末に取り組み改訂を行
う。 

３．本小委員会の佐藤委員が 創宇社建築会 100 周年研究会の第 1 回シンポジウム「『建築
運動』を語るアーカイブズを巡って（仮称）」（2023 年 3 月 25 日、東京都市大学）
において竹村文庫についての発表を行う。 

委員会活動の問題点 
・課題 

１．建築アーカイブズ、建築資料に関する取り組みは国内外でさまざまに展開されている。
それらをつなぐ役割を果たしていくためにも、本会小委員会という枠組みよりももう
少し広いゆるやかなまとまりが必要である。 

２．また上記に関係して、情報へのキャッチアップのタイムスパンについても検討する必
要がある。 

 


